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た。法律上は religieuse から civique への一つの単語の変更に
すぎないことが、フランス教育史上は大きな問題となった。フ





















































































































ドレフュス擁護派陣営は、1898 年には人権同盟（Ligue de 
droit de l’homme）を結成する。そのタイトルは明らかに1789
年の「人および市民の権利宣言」から借りている。会員数は当
初 2698 名ではじまったのが、1889 年には 12000 人、設立か











1899 年 6月 22日に急進派の支持をうけたワルデック・ルソ
ー（Pierre Waldeck-Rousseau, 1846-1904, 在職1899-1902）
内閣が成立する。彼以降、穏健共和派（日和見主義派）にかわ
って急進派（左派）が中心となる政権が続く。 







ル・コンブ（Émile Combes, 1835-1921, 在職1902-1905）を



































































































激増している20。1907 年になっても 20 パーセント以上は「私
立学校」であった。児童数でみても、1902 年と1912年の間で




































































































































































































































































































































































                                                     
1 1880 年代の政治過程やその時期の道徳・市民手引書につい
ては、大津尚志「第三共和政期の道徳・公民教科書分析」（『日
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